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5． 抄 録 と 二 次 資 料

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ の

日本科学技術情報セ ン ター　 園
だ

田
け い

桂 皆

5．1 抄 録

　5，1，1 抄録 と は

　膨大 な 量 の 文献情報の 中か ら必要情報を探 し出す際 に ，

原文 の 内容を簡単 に 表わ した もの があれば非常 に 便利 で あ

る 。 抄録は 学協会誌 ， 業界誌 ， 政府刊行物 ， 会議論文集 ，

学位論文，報告書，特許明細書 な どの 原文 の 内容を数十字

か ら千字程度に圧縮して，原文に直接 日を通す こ とな く必

要 な 文献情報 の 概要を迅速に は 握 で きる よ うに し た もの で

ある 。

　あ る主 題 icse係ある新規発表の 情報を探 し出すた め に，

あ るい は 過去 に さ か の ぼ っ て そ れ まで の 成果を調査する た

め に 抄録が利用されて い る 。

　抄録 は 「それを読む こ とに よ り内容 の 概略を は 握する 」

とい う機能 に特徴ぶあ るた め に ， 情報検索 に お い て は ， 分
・

類や キーワ ードなどに よ っ て 補助 され る の が普通 で あ る 。

　抄 録 の 定義 は一般に， 「原情報 の 内容を要約 し，適切な

書誌的事項 （誌名 ， 巻号 ， 著者名， 刊行年な ど）を 加え た

もの として い る が ， UNESCO の 「科学抄録に 関す る 国際

会議 」 の 最 終 報告で は 「抄録 とは 刊行物 また は記事 の 追跡

表
一5．1 論 文 構 成 項 目 表

1．　 論 文 種 類 二 原
．
薯 論

．
文

大 項 目 小 項 目 内　 　 　　 　 　 答 備 　 　 　 　 考

序 　 論 は し が き、は じ め．
に，芝 え が き ，序 ，

iI
序 言 ，緒 論 ，緒 言

1 経 緯 1制 」∫．経 ・罵 従 来 の 研 究 ，
尸

2 背 。1禦   潔 撃 轜
．
概 諭 ．概 髪 ，隻 況

3 定　　 義 ．定　 義

4 主題 範囲 問題 散域 ，ス コ
ー

プ

5 目的 理 由 日 的 ，堙 韵，必 要 性 ．問 題 点

6 方 法 論 ．．仮 説 ，万 法 ，湖 間 ，対 象

7 結 果 1 績　 果

5 特 　 数 1主 題 の 特 澂，意 義，利 点

（要 旨 ）1 概 要，概略，髪 約

ゐ 法論 】 目　 　 的

2 範　　 囲 実 験
・唄「：定 項 目，測 定 範 囲

F
な ど

3 制 約 条件 問 題 点，条件，場 所 ，期 聞

4 対 　 　 象 性 質 ，対 象

5
　　」
理 　　 論 埋 論 ，原理

6 材　　 料 試叫 ，材料 ，供 試 体

7 手　　 順 手順 ，プ
ロセ ス

8 、予　　 段 装置，機 器 ，試薬

9 方　　 法 作動，実 験，分 所，反 応，
解 析，使 用 法 ，試 験 ，測 定，
比 敷法 ，実 施法 ，研 究 法，
操 作，制御 ，設計，觀察，
計算 ，調 査 ，検 討 ，計 画 ，
生 産，析 出 ，生 成 ，製作，
製 造，定量，証朋，抽 出 ，
分雕 ，検定

大風 凵i 小項 目 7ヨ　 　　 　 　 　 容 備　 　　　 考

結 果i
．

且 数値 的精 果

デ ー
タ ，成 果 ，実 験

デ
ー

タ ．帆 績，効県

z 非数値郁鰈
ヨ 理 論 的 帰 結 導 出 弐 ，推 論 結 果

考 察
「

1　ラ
」一タ 分 執

2 結 疑 の 比 較

3 結果 の 倹 訂

4 他の研究 （成

果 ）との 比較
5 討　 　 　 論

6 訐　　　 価 利 点，欠 点 ，長 所 ，短 所，
経 済 性，有 効性，将来 性

7 残 さ れ た 問

題 点，課 題

影 響
s 問題捷起 ，

提爽 ，対 策

9 推論 ，推 測

予 測，将来
の 方向，展
望 ，動 向

結 論
　　 ．
結 び ，お わ り に，
結 語，結 言，あ と

が き，まとめ ，総 括

1 総 　　　 括 序 論 か ら考察 ま で の 要 約 要 約，要 旨

2 結　　　 果 結 果 その もの ぼ た はそ の 要約
3 考　 　　 察 考 察 その もの 謹 た は そ の 要 約

3．1考 察 6，7．考察帆 7その 籾 讓 たけその 要約 留 意 点 ，注 意 点

＆ 2考察　呂 考察 呂その もの 謹 た はそ の 要 約 問 題 提 起

a3 考察　9 考察9そ の もの 謹 た はそ の 要約 一般 化 ，拡張
4 総合 的考 察 個 々 の 結果 の 考 祭 を こ え て

総 合 的 に 論 じ て い る も の

付記 11
鰲

黝

2；補　 　　 遺 補 足 説 明 ，付言F3
参 考 文 献 引 用 文 献，参 考 図 書

4 付　 　　 表
5 付 属 資 科
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講 座

表
一5，2 抄 録

「
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r二　 　 芝

王皇
三≡ 再

・一
　ち

・
．
一 「

．
」

〜

（幅“77

士一

μ一

一
三げ

エ．　 論 文 種 煩 ： 原 著論 文

」y 録 構成 項 目1 対 応 す る 論 交 構 成 項 孱

革 入 喜匡寸
｛

　
．一．re

定 　 　義

目　　 的

主 題範 列

方 1去 論

紹 　 　 JF：
考　 　 禦

注　 　 記

序 論 〔経 緯，背 景 〕

序論 〔定 義 〕

序論 〔目的 ，理 吐：〕，
芳 法 論 〔自 的 」

序 論 ：主 題 範匪 〕，
ゐ法 論 〔範 劉 ／

・

序論 〔方 決 論 ．｝，方 薦 論

　 ミ冠 約 条 伺，対 象，埋 論，
　 材 料 ，手 ！順，手 駄 方韻 〕

1序諱 t蒼課 〕．髭 渠 ［
− ll　

i繍 轡
拷 察 〔t’　．／1

付 記

2．　　論 文 種類 　：　技 術白甘．万 誓三二⊃紹 ブi
一

抄 録 講成 項 月

導 入 　部

対応 す る論 又 構 成項 目

．厂歹 喬侖　i 帝至紐、，　背 景 ．」
前 提 説 明 〔技 術 的 ゐ 法 の

対 象 の 鹸 朋 ，縫 泄
・経 緯

の 説 明 ，採 馬 す る 方 靖 の

説明 ，実施 例 丿

．序口侖 〔定 義 〕

序 論 1
’

ヨ的 ，埋 ヨ］ ．
丿丿 皆 論　〔．R 的　丿

［序 論 〔」．’tt範 ev丿
．
方 法講 〔範 匿 j

l序 論 〔方 法 論 」

方 法 論 〔制 約条 件 ，対 象 ，
理 論 ，材 料 ，手 順 ，手 段，
方 法，．笑 瓸 例 Ji
実 施例

結呆 ，序 論 ：結来 〕

　評 価，序論 〔特 徴 〕

考 察 こ∫泉著論交 に 準 ずる 丿

付 記

抄 録 構 灰 項 月

図
一．5．1 論文構成の 例

　 　　　 （原著論文）

定 　 　義

目　 　 的

圭 題 範 囲

方 法 論

溜 　 　 果

考 　 　 察

注 　　 記

3．　論 文 極 類 二 調査 方 舐

捗録 構底 項 目　 対 応 す る 論 文 購成 項 日

経
「．　、論吊 　 　 　 　 　 　 背景 丿，

矇
提 Y・　H・ll 〔

一
〕

対応 す る 論 又 搆 奴 項 目　
・
：
．

果

禦

記

結

考

注

材 科 ，計 皰 ，手 段 ，万 法 ，
精 ．匿 ’

磊 裳 〔
一

〕

考禦 ：一丿

付 韮

4．　 論 文 種 頚 ；鍋L定 ．．し「舜 り 稲 介

抄 録構 既 項 目

導 入 部

惹志 する 論 文構辰 項 目

定　 　義

R 　 　 的

主 題 餽囲

方 法 講

結 　　果

考　　 察

注　　 li’

導 入 音

（定 義 ）

目　 　 的

調査 範 囲

方 法 論

序 論 〔定 義 ：1

1序 論 〔目的 ，理 由 〕，
1

方 法 論 〔目 的 二i．序 論 〔調査範 囲 〕，

i方 法論 1：範 囲 ）

［序 論 〔方 法 論 ：1・ン
1
∫法 論

　 　 　 　 　 　 　 　 　理 論，　 〔制約 条件，対 象，

序；≒ 〔経 緯，背 景 〕

引 提醜 醢 ．：劇 定 対 象 z）読

明 ，旌 過 ，縫 霧 の 訟 頃 ，
採 ．角 ナ る 薮 妃 方 法 の 読ウゴ

：÷ β 　定 義 〕

序 論 〔目 1・〕，理 由 〕

斎法錆
「

口的 、
1

序 譌 1颪．1足 範 囲 ，齢 定項

　口 ．．，方法 論 ．、範 囲 〕
1
序 論 誌 法 論 〕

…方篏 論 〔甜 謙 件 ・対 象・
．

理 諠 ，材将 ，計画 ，手殺 ，
！
方法 ，精 優 〕

…結 摂 ．
’．
素 材テ ．− s ．躰 1

結 果 デ
ー

タ ，理 論 的帰 結）
！
考察 1 デ

ー
タ 分 e「，結 果

： O 比 較 ．結釆 の 検 討，他

　G 漂1
’竃 ：阪 果 ） との エヒ較 ，

　討 論，評 価 ，残 され た 間

2 題 点，課 黽 ，影 響，問聽
1

　綻起 ，提 条 ，対 策，推論，
…搭 淇

「1，一随 1
亅，将 来 の 万 同，

　蜑 望，動 司，総合 考 察 〕

　付 記

5．論 文橦 類 ： 柳 質 稽介

抄録 構妣 墳 凵 1　 ）
9・一／応す る 詮 文構 成 項 目

導 入 部

T　
　 　　

　 　 　 …

口　 　 鮒

紹 介 門 響

諞

果

察

法方

結

考

E ．　 記

　多 論 〔経 緯 ，背 景 〕

巨 ヨ客 〔歴 灰 的 展 望 」
1
　序 論 〔目 的 ，珪 由 〕

1
殉 容 L製1’t，特性，改 良

・

1　精 裂 ，　翫 用 ，　用 法 ，　1吏用

i ⊥ の 走．」約 ）
　

　分 ち
1 ，潔丿定F

　分 魯，齟 定 の 続 呆

　考 察，分 餌 ・測 定 の 考 察

　 と結 論

　付 記

を 可能なら しめ る に 十分な書誌的参照事項 を含む 」 と規定

し て い る 。

　5，1，2 抄録の 種類

　抄録 は作成者 ， 内容 の 圧縮の 程度， な どに よ っ て つ ぎの

よ うに 分類され る o

　抄録作成者に よ る 区別

　1）　著者抄録 ：論文 ・
記事を書い た 人自身 ボ作成 した抄

　　　録

　2） 第三 者抄録 ：著者以外の 第三 者｝こ よ っ て 作成 され た

　　　抄録

　内容の 圧縮 の 程度に よる 区別

　1） 指示 的抄録 （indicative　abstract ）ま た は 記述的抄

　　　 録 ：原文献を読者淋読むべ ぎかい なか を判断 で き る

82

）2

程度 の 短 い 抄録で ， 「土 と基礎」 の 内容 の 紹介 の 抄

録 な どは そ の 例で あ る。一般 に 論文 ・記事ぷ扱 っ て

い る範囲 ・目的に 関す る 記述 の み で ，そ の 方法，手

段 ，結果などの 記述は含ん で い ない 。 抄録 の 長 さは

数 ユ0 字程度 の 短 い もの で あ る 。

報知的抄録 （informative　abstract ）：原文献を 読者

が読ま な くて も抄録だけ で 最低限の ま とま っ た 情報

を得る こ とカミで きる も の で ，一般に 論文 の 目的 ， 主

題範囲 ， 方法論 ， 結果 ， 考察などを含む必要 が ある。

抄録の 長 さ は 数百 字か ら千字程度で あ る 。

　5，1，3 抄録作成上 の 問題点

　抄録作成作業の 細かい 説明に 移 る前に 抄録作成上考慮す

べ き問題点を摘出 してみ る 。

　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 ニヒと基礎，20− 7 （173）
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構 　成 　 項　　目　 表

6．　 論 文種 類 ： 呂油 1紹 f「 ：炉　 1補 文 櫛 類 ： 改 露
「1ト例

　 対 尾 す る 論 叉 構 成 墳 lI

序 論 、経 緯
・．
背景 丿

　
1ri可提 或1りl

l序論 〔定 義 〕

1序漏 〔目的
・遇羃 亅 ．：

1

改 着方 法 〔日的 〕

序 論 〔主 題 範 囲 〕

旨改 善方注 〔範 囲 丿
i
序 論 〔方 法 論 〕

改 善 力 法

序 論 1 結 果 〕

結 里

i序 歪侖 〔特徴 〕

1 考察

12．　 論 文 種 類 ： 展望 記 事

講 座

抄 録 購 成 項 目　 対応 す る 論 文 携 成 演 日

導 入 部

（定 義 ）

目　　 的

主 題 範 囲

方 法 論

考　　 察

序 論 〔経 縁
・
背景 ； フ

．卩
tt｝タ ト遂 行 者

・
遂 行 呉 件」

前提 説明

序 論 〔定 義 〕

序 論 〔目的
・
理 由 〕

ソ∫法論 〔　 目的
・条 件 ウ

・け1耀 化 〕

序論 ｛、

序 論 ［

弥決論

特 徴

．
考 蟹

ノ ロ．〆 ．，．ク ト．頂 F；

フ
．「」ジ ．エク ト 霞ユ齶

．

　 　 〕

灘 ド！ζ諭 〕

7．　 論文 種 頽 ：装 置
・機 黙 り 紹 介

　一亨丿工、嚢

美
．
1　　 果

．s／　 　 察

lo　 論 文 棟 類 ：［
・
体，機 関紹 介

抄 録 構 成 項 目

導 入 部

　．定
　 目

設 討 ，
　導

　仕

　 運

義

的

製作法

入

川
　 」

察

記

考

注

対 心 す る 論 文構 5駒 辷l

　　　　　　　　　i后：論 、経 緯 ，ず←景，冫しr認 窪竃 〜

前 撰 読 肋 ［．一〕

抄 釣 構 成 項 目 1　対 応 す る 輪交 構成 項 月

導 天
．
都 　：序論 睡 緯

・
倣 ξ

．，脚 二〕

　 目　　 的 　　
．
現 状 紹介 1、R 的 ，

名 称 ・所 在地 　勢 りご紹 介 〔呂弥・所 在 旭 〕

　糴 介内 窘　　 説 択 紹 介 〔紅織
・f奘能

・

　 　 　 　 　 …施 設 没備
・・1レ業Vi　tti・特

　 　 　 　 　 I

　　　　　i徴 ．・

　　　　　1対外 関係

　考　　察　 1将火 展 望

　 　 　 　 　 1考察 L − 〕

　 t1　 言こ 　 付 呂：：

抄 録 構成 項 目

導 　入 部

日　 　 的

展 望 内容

序 論 「「］的 ，理 由 〕

設 計 ，製 f’1・俵 L
．一

〕

導 入 法 〔
一

〕

仕 様 説 i勇 〔一丿

序 言侖　〔　適戸1車「≧，ゴ，　月Iit’　：
．，

蓮 用 1  の 間 題 〔
一丿

考 察 〔一〕

9．　 論て 種類 ： ．事寒紹 介

圭♪録 購 成 項 目1　 対 応 す る論 文 梅 成 墮 1」

導　入 郵

王　　 体

対　 　 敦

日時 、場 りi

蠍 隣 ，原 因

．
ヒ叢．刀ρ

実 匡上，影 馨撃

蠶 墾

1｝；繭 〔紆 綿 ，背 景 丿

序 論 〔発見 者 〕

序 トi自 〔概略 、説 明 ノ

序碗 Il 」時 ，場 L／，1 ．〕
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対 応す る 論 文構成 項 目

序 論 〔対 象，経偉，背景 〕

　前提 説明

序 論 〔目的，理 由 〕

　 1） 対象 を 部 分 に 分 け て

　 提 望 した もの

　 2〕 対 象 を 柿 類 に 分 け て

　 展 望．し た も の

　 3）　対象 を い くつ か の 視

　 点 か ら展 望 した もの

14） 対 象 を 時 点畍 け て

ロ
　 展 望 し た も の

　5）　「司，地 域 に 分 け て 展

　 望 した もの

考 察

結論

付 記

fi

弓　 　 察

rI　　 ，／／・1

1）　抄録作成に おけ る 内容分析法 の 標準化

　　抄録作成者 の 個人差を な くし，抄録の 品質を高め る

　　た め ， で きれば各専門分野 ご との 内容分析法の 標準

　　化が 必要で ある Q

2） 幅広 い 利用形態 に 適合 した 内容をもつ 抄録 の 作成 。

　　利用 者ボ 抄録を利用す る際の 形態と し て は つ ぎの も

　　 の が 考えられ る 。

　　 a ．計画 ・立案 ， 研究開発 テ
ー

マ の 模索時

　　　　 こ の 利用 目的に 対 して は ， 論文 ・記事 の 書か れ

　　　 た 背景，経緯，目的，問題点，用途，応用例，将

　　　来性な どに 関する記述内容が参考 と な る 。

　　 b ．研究 ・調査実施の 方法や 手順 の 検討時

　　　　 こ の 利用 目的に 対 して は ， よ りど こ ろ とす る 原

　　　 理 ， 測定 ・試験 の 方法 ， 装置 ・機器 の 仕様 ， お よ

Julア，1972

　　　　 び 問題点 ・課題などに 関す る

　　　 記述 内容が参考 に な る 。

　　　 c ・研究 ・調査 の 進行中

　　　　 この 利用 R 的 に対 して は ， 上

　　　 記 の b の 場合の 記述内容 と結果

　　　 が参考 に なる 。

　　　 d．研究 ・調査 の 終了時 （中間

　　　　 報告 の 結果 も含む ）

　　　　 この 利川 目的に 対 して は ， 上

　　　記 の C の 場合の 記述内容 と他 の

　　　 結果 との 比較 が 参考に なる 。

　以．一ヒの 抄録作成一ヒの 問題点 を 要約す

る と，　1） 抄録 作成 者 の 知 識 の 範囲，

着 目点 ， 熟練度， お よび 習慣な どに 起

囚す る 個人差 を な くす るた め に で きる

だ け 標準化 した 内容分析法に よ っ て 論

文 や 記事 の 記述内容を分析す る こ と，

2）抄録利川者の 各種の 利用 形態 に 対応で き る よ うな 記述

内容 を もつ 抄録の 作成 　と な る 。

　5．1，4 抄録作成法

　
一

般 に ， 抄録作成作業 を 大 き く分け
』
る と ， 1）論文や 記

事の 内容 を 分析して 抄録に 盛 り込 む べ き要点を 見つ けて 抜

き出す作業 （これを 内容分析また は 主 題分析とい う）。

　2）内容分析の 結果 を抄録文 に 構成記述す る作 業 （抄録

文 の 記述作業） の 二 段階の 作業に な る 。 こ れらの 作業 に つ

い て つ ぎに 詳述す る 。

　 （D 　 内容分析 と抄録作成基準

　抄録作成 の 際 の 内容分析 とは 原文を読ん で 全容 を 十分に

理解 し ， 抄録 に 採 り入 れる べ き内容を選び 出す作業 で ある

ボ，現実に 発表 さ れる 論文 や 記事 は 取 り扱 う対象や 方法 が

千差万 別 で あり， 論文や記事の 種類 （た とえぽ， 原著論文 ，
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技術的方法 の 紹介 ， 調査方法 の 紹介 ， 測定方法の 紹介 ， 装

置や機器の 紹介， 団体 ・機関などの 紹介 ， 会議 ・展示会な

どの 紹介 ，

・…・・
に よ っ て 論文や 記事 の 構成内容に も特徴

が あ る 。 そ の た め ， で きれ ば 各 種論文 ・記事 ご と の 内容 分

析法を標準化 し て お けば ， それ が抄録作成 の 基準ともな る 。

　現在，科学技術関係の 論文 の 抄録作成基準 とし て は 原著

論文に つ い て 規定 した もの が ほ とん どで あ る が，二
，

三 例

挙 して お く。

　研究論文の 抄録 の 含む べ き内容と して ，

）

）

）

）

）

123

」
仕

レ
D

記事 の 論 じて い る範囲 と 目的 。

研究実行の 手段 や 方法 。

得た 結果の うち ， 既知 で な い 事項。

著者 の 得た 結論 とか現象に 対す る解釈 。

著者 か ら見れば 副産物 に 属す る もの で もそれ が 新 し

い 事項 で あれば 含 め る D

の よ うに分類して い る 。 また これ とほ とん ど同 じで ある が，

1） 目的，2）方法論，3）結果，4）結論，5）付記お よび

そ の 他 の 情報，と規定 して い る もの もあ る 。

　 つ ぎに ， 日本科学技術
．
清報 セ ソ タ

ー
で 行な っ た 研究 か ら

求 め られ た 抄録作成基準に つ い て 　（表
一5−2） に 紹介す る 。

（こ れ は 中間報告で ， 現在継続 し て 研究中で あ る 。）

　 （2） 抄録文の 記述

）1

84

表現上 の 留意点

あ．文章 は 簡潔明り ょ うな 口 語体 で 記述す る こ と。

い ．欧文 で は 受動態 で も，日本文 で は能動態を用 い

　　た ほ うが 文章も短 くな り意昧 も明確 に な る場合

　　 が多 い 。

う．不 必要な 語，句，節を重複 して使用 しな い こ と 。

　　標題 と抄録本文の 書き出 しの 重複な どは 避け る

　　 こ と。

え．導入部 を長 く書きすぎて ， 論文の 内容 の 説明 が

　　不十分に ならない よ うに ， 全体 の 構成 とまとめ

　　方 に 注意す る こ と。

お ．同 じ内容を表わす い い 方 がい く通 りもあ る 場合

　　は 短 い もの を選 ん で 使用す る こ と。

か．一
人合点 の こ とぽ を使わない こ と。

き．主 語 が 判然 と しない よ うな文脈 は 避け ， 文法的

　　に 正 しい 表現を用い る こ と。

く．専門分野外 の 内容 の 記述に つ い て は意味が理解

　　で ぎる よ うな文章 で 表現す る こ と。

け’　 tt

あの
”
，　

tt

こ の
”
，　

et

そ の
”
，　

S’
上 記 の

”
，な ど の 代

　　名詞 ， 代名詞句は 不 明 り ょ うな 形 で は 使用 しな

　　い こ と。

こ，　 tt

非常 に
”：C

きわ め て
”

な どの 意味 の な い 強調 は

　　 して は な らな い 。

さ．写真 ， 図表 は 原則 として 使用 しな い 。

し．抄録者 の 個人的意見や 批評は 書か な い こ と 。

す．可能な場合 は ， 言語 の代わ りに記号を用 い て簡

　　　　　単に す る 。

　 2） 抄録 に 用 い る用語 と記号 の 統一

　　　文部省編 の 学術用語集，学 ・協会制定 の 学術用語，

　　当用漢字，現代 か な つ か い ，JIS制定 の 量記号 ・単位

　　記号 ， 外来語の 表記基準な どに の っ と っ て統一した表

　　記法を とる 。

　 3＞ 抄録 の 構成

　　　抄録 はつ ぎの よ うな項目か ら構成 され る 。

　　　あ．書誌事項

　　　　　〔a）著者名 ， （b）論文標題 （副標題 の 付 く場合もあ

　　　　　 る）（c）掲載文献名 ， （d）巻 ， 号 ，
ペ ージ（e）発行年 ，

　　　　　（f）国語名，（9）論文 ・記事 の 種類，（h）図 ・表 ・参

　　　　　考文献 の 数，（i）抄録番号

　　　い ．抄録文

　　　う．抄録者名

　こ の 中で あ，の f， g ，
　 h ， う．の 抄録者名は 省略す る

こ と もある 。 こ の 各要素 の 配列は 抄録サ
ービ ス に よ っ て 異

な る 。 日本科学技術情報 セ ン タ ー編集 ・発行 の 抄録誌，科

技術文献速報 で は つ ぎの よ うな 配列 に して い る 。

　  UDC   抄録 番 号   和 文 標 題　  論 文 ・記 事 の 種 類

　  発行国　  国語　  欧文標題　  著者名　  雑誌番号 ，

　文献名　  巻〔号〕   ペ ージ　  発行年　  抄録文

　  図，表 ， 参考文献

抄録例
一1

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
624，ユe「4，7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63027877
  　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　   　   　 

海水中に お け る鋼 グイ の 腐食試験 〔c   〕（A）E
 

Corresion　test　 of 　steel 　piring 　in　sea 　water ．
  　 　　 　 　　 　　  

WATKINS 　L ．　L ．： D418　Proc 　Am 　Sgc 　Civil　Engrs 　J　Water 一
　 　 　 　 　 　 　 　   　　   　　  
ways 　Harbors 　Div　97 〔3〕549−558 （

’
71 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
海 水中に設置 された鋼 グイ の 腐食お よび 防食を研究するため に 1967年米

国基 準局 と海 岸工 学研究 セ ン タ ーとの 共 同に よ っ て 行なわれ た ク イ の 試

験を 述べ た 。96個 の 8inH 型 グイ お よび 円筒 グイ が ，バ ージ；ア 州の

ある海岸に 設置された 。 ク イは ，三 つ ずつ
一

組 と して あ り，この 試験は ，
いずれ も防せ い してい ない クィ，防せ い した ク イ ，陽極電極を設置した

ク イなどが組合され てい る 。デ
ー

タ を 5年ご とに ，腐食 と摩耗 損 失を 詳

し く解析する た め に 三 っ の ク イ の 内
一

つ を 引抜 い た 。ま た毎年現 場検査，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
写 真，電気的計測に よ っ て ，デ ー

タ が補足 された ；写 図 7表 1参 9

抄 録 例
一2

624．ユ54．04　　　624．131，52　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63011112
横荷重を受けた土質

一
ク イの 相互作用に っ い て 〔a   〕（B）E

Soil−pile　interaction　under 　lateral　loading ．
GILL 　 H ．　 L ．：K −69−0137　 Proc 　 Conf 　 organ 　 Brit　 Geotech

Soc　London 　22ユー227 （
’70）

 
自然の ±質タ イ積物の 横方 向の 荷重

一
変位の 関係を 研究 しこ の特性 を 横

方 向荷重を受けた ク イの挙動 と関連 させ るた め に 現場試験を 行な っ た 。

 

試験に は 自然乾燥状態の 地か くの 湾泥，試 験地域の 内部の 湾泥，粒状物
　   　　 　　　　　 　　　　　 　  

質で つ ま っ た所 などで行 ない ，さ らに 実物大の タ ワ ミ性の ク イに 横方向
　 　 　 　 　 　 　 　 ◎

荷重を与えて試験 した。結果は 従米の試験 値や 理 論解 と比 較 し他 の土 質
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
タ イ積物に も応用で きる よ ｝に 横 荷重 と変位 との 闘係を もとめ た 。土 の

応答 が非線型で ある 点，深 さに よ っ て 土の 性 質が 変化 する点 に つ い て も

調査 した ；写 図 6表 1参 8

± と基礎，20− 7 （173）
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　5，1，5 抄録例

　つ ぎに ， 抄録 の 実例 を 紹介 しな が ら， 抄録 の 内容構成な

どに つ い て 説明する 。

　例
一2 に お い て ，   が 本論文の 目的 ，   が取 り扱 い 範囲，

  ，   ，   が 方法論 で あ る 。   は 考察方法を示 した もの で

あ る 。 この よ うな 指示 的 抄録 で は，目的 と主 題範囲 が 記 述

して あれ ば よ く，方法や結果 ， 考察に は触れ な い の 沸 普通

で あ る。

抄録例一3

　 　 　 　 　 　 　 層状土内の 応力 分布に 関する模 型実験

　 　  
　 　 路床 ・路盤溝造体内の 応 力分布に 閧する基 礎的な資料を得るた めに ，
　  

1　 大型の 土 槽を 用 い る模型載 荷 実験を行な っ た 。構造 体の 機能上，対象 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 した 事項 は 通常の静 的荷重 のほ か に ，動 的荷 重に よる地 盤内応 力の特性，
［載荷板の 剛性 と応力の 関係，支持荷重 と応力の 関係，荷 重波形 と応力の

　 関 係な どで あ る。
　 　  
　 　 使用 した土そ うは 縦横 2m ．高 さ 1．2m の 鋼製で ，土そ う内に は 底か ら

　 1．05m ない し 1，1m ま で 土を入 れ た 。路床 ・
路盤 の 模 型 とな る 土に は 砂，

　 砂 質 ロ ーム それ ぞれ 一
層系 と，上 層が 砂 また は 砂 利 （い ずれ も厚 さ 乃 は

　 載荷板の 半径を σ と して h＝・O．5a，1a お よび 2a の 3 種），下 層が 砂

　 質 ロ ーム の 二 層系の 3種を 用い た 。 載荷板は半ff　a＝15cm の 鋼製の 剛

　 性載 荷板と t 水 袋ま た は ゴ ム 板 を用 いた タ ワ ミ性 載 荷 板で あ る 。 動 的 載

　 萄装置は電子 油圧 式の 起振機 を 主体とす るサ ーボ 制御型 の もの で あ っ て，
　 静的支持荷重の 容量は 2t，振動荷重は ± 6  Okg ，ピ ス トソ ス ト P 一ク

　 は 10cm で ある。土 中に 埋設 した土圧 計は 最大容量が 3kg ！cm2 の 　1

　 もの で あ ワ て ，深度は g＝＝O．5a，1a，2a お よび 3a の おの お の で あるo …
　 　  
　　実験結果か ら動的載荷は 層状土内の 応力分布を い くぶ ん 平たん 化する

　 こ と，振動数の 相違 は応 力に あ ま り影響を 与え な い t と，支持荷重 の 影

　響 は浅い 部 分だけに 認め られ ，Z＝・2a 程 度の 深 さ に な る と受 的 載 荷に よ　1
る励 購 的な齢 の もの と変わ 5 ’・ L’こ となどが知 ら縞 　 　1

　例
一3 に お い て ，   は 取 り扱い 範囲 ，   と  は 方 法 論

（この 抄録で は装置，材
．
料，実験法 の 説 明），  は 結論で あ

る 。
こ の 抄録 は 指 示 的抄録 と報 知的抄録 の 中 間 的 な半 報知

的抄録 で ある 。

一
般 に 長さに 制限 の あ る抄録 に お い て ， 結

果が数値データ や図 ・表 の 形式の 場合は 全部記述す る の カミ

困 難な 場 合 が多 い 。

抄録例
一4 （英文抄録）

　　　Pile　Analysis　by　Large　Defiection　Matrix 　Method

　 Domenico 　Lal］i，　AGIP 　S．p．A ．　Direziene 　Mineraria ，　Milan ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　 Italy

　 the 　Third 　Annual 　Offshore 　Technology 　Conference 　　　　l
詳

PER ・1 ’653− 1　 ’6ee （
’71）

　 　 　 　 　 l
　 The 　 paper 　 deals　 with 　 the 　 analysis 　 of 　piles　 of 　variable

　 cross °sectional 　properties　 and 　head　 angular 　 restraint ，　 in
　 non 　linear　soils 　under 　both　lateral　and 　axial 　loads．
　  
　 The 　 analytical 　 procedure 　 follows 　 the 　 stiffness 　 matrix

　 method 　applied 　to　large　deflections　and 　a童10ws　contempo ・I
　 rarily 　for　both 　 soil 　and 　 structural 　 nonlinearities ．
　   　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　  
　 Complete　and 　detai匸ed 　solutions 　are 　presented 　and 　ana −

　lyzed　in ▽ iew 　of 　using 　AISC 　interaction　formuTa 　to　take 　I
　 三ntQ 　accoullt 　beam・cQ 】um 皿 effect 　on 　piles ．　　　　　　　 …

　例
一4 で   は 日的 と取 り扱い 範 囲 ，   は 方法論（解析法），

  は 強い て 説明すれ ば ， 解 の 紹介態度 とで もい うべ きもの

で あろ b，  は 考察方法 である 。 この 抄録 で は 結果や結論

は 記述 して い な い 。

July， 1972

講 座

5．2 二 次 資 料

　　二 次資料 とは学 協会誌，業界誌，会議論文集 ， テ ク ニ カ

ル レ ポート，特許明細書などの
一

次資料をある計画 ， 目的

の もとに 加工 し，分類 ・整理 して 編集 した もの で ある。 二

次資料は つ ぎの よ うな情報要求時 に 利用 され る 。

　　1） あ る分野 で どの よ うな出版物，あるい は情報が存在

す る か を知 りた い とき，2） 特定 の 要求情報に 対 して どの

よ うな情報 が あ る か を 検索す る と き，3） あ る情報 が どの

よ うに して 入 手で きるか を知 りた い とき ，

　　すなわち ，

一
次資料 の 題 目，内容，所在などを知 るた め

の きわ め て 有効 な 情報源 で あ る 。

　 つ ぎに ，
二 次資料 の 種類 をあげて 概説する 。

　 ユ） 索引誌

　
一

次資料 の 書誌的事項 （標題，著者名，文献名 ， 巻号な

　　ど）の み をある順序で配列 した もの

　 2） 抄録誌

　 一次資料 の 書誌的事項と 内容 の 抄録 を 含む もの ，

　 3）　コ ソ テ ソ ツ ・
シ
ート集

　 文献 の 各号の 内容 目次 を 集め た も の

　 4） そ の 他

　 刊行物目録，所蔵目録，文献集な ど

　 5．2．1 土質 ・ 基礎工 学関係の二 次資料 リス ト

　　　　　 （注 ；2）以下 の 内容項 目は 1） と同じ）

1） 外国文 献抄録 集

　   発行所 ：土 質工 学 会，  創刊 年 ：1962年，  刊 行ひ ん 度 ：年刊，
　   使用言語 ： 日本語 ，   刊行形態 ：冊子体，  購読料 ：1962年版

　 550円，1963 年版 950 円，ユ964年版 90  冂，  収録範囲 ：外 国誌
’
62

　 年 28誌で 433件，
’63年 38 誌 で 844 件，

’
64 年 31誌 で 454件 ，  

　 タ イ ム ラ グ注 1）
，   索 引の種 類 ： 記事番号別の 索引，  備考 ：土 質

　
・
基 礎工 学 関係

2） 岩盤力学文献 目録

　   土木学会，  昭 和 40年 8 月 ，   囗 ・英 ・独 ・仏語，  冊子 体，
　   200 円 （第 3 集 ），  岩 盤 力 学 の 国 内外の 論文の 文献 冖録，第 ユ集

　 は 土木学 会誌 50巻 8号 昭和 40年 8月号，第 2 集 は 同誌 52 巻 6号

　 昭 和 42 年 6月 脇 第 3集は 編 集方針 を変更し分 冊 の形 で 発行，58
　 ペ ー

ジ，第 4 回 か らは 「土 木 学 会岩 盤 力学 に 関す る シ ン ポ ジ ウ ム 」

　 の 講演概要集の 巻末に 併載の 予定

3） 科 学技術 文献速報　土 木 。建築」二学編

　  日本科 学技 術情報セ ン タ ー，  1958 年，  半 月刊，  日本語，
　  冊子体，  33，500　11’；，   国内外の 土木 ・建 築関係 の 文 献約 300
　 誌，他 分野 か らの 重 出 の 論 文や 記事 な どの 抄 録を，毎号約 1，000 件

　収録，  6か 几   年間索引，  建設
一

般，土 木工 学，建築学 の 全

　 分野，土 質 ・基礎工 学関係 の 年 間収録抄録件数は 約 800件
4） 土木 工 学 文 献 目録 集 （1969 年 版 ）

　  土 木学会，  1969年，  目 木語，  マ イ ク ロ・フ ィ ッ シ ーz （5 シ

　
ー

］
・
），  2，000円，  1969年発行の 国内外 の 土木工 学関係 誌約

　1 0種 に 掲 載 され た論 文 の 目録 7，Q5  件，  土 木工学 全般，土 木学

　 会誌の 号末の 「文献 口録」 を独 自の分類で 再編 集 した もの

5） 土木技術 フ ィ ル ム リ ス ト

　  土 木学会。  1970 年，  日 本 語，  冊子 体，  1，000 円，  映

　画フ ィ ル ム とス ラ イ ド，   所 有者 リ ス ト，   国内の 学協会 ・
官 公庁 ，

　学 校，民 間 会社 で 所 有 して い る 土木 技 術 関係 の 映画 フ ィ ル ム ，ス ラ

　 イ ドなどの 視聴覚資料を収録 した もの

6） 建設 の機械化文献 抄録集

　  N 本 建設 機槭化 協会，  196T 年，  日本 語，  冊子 体   会員

注 ユ）　一次資料が 発行 されて 二 次 資料に 掲載 され るまで の 期閾
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　 配 布，  同協会の 機関誌 「建 設 の 機 械 化 2 の 創 刊 号以 来 の 200余 号

　 を 独 自の 分類に 従 っ て 編集 し た 抄録誌，374ペ ージ

7）　港湾関係論 文抄録

　   運 輸省港湾 技 術研 究所 ，設 計基 準 部研 修 資料 課，  昭和 41 年 4

　 月，  日本語，  冊 子体，  部内配布（非売品 ），  昭 和 33 年 3 月

　 か ら昭和 40 年 3月 の間の 国内外文献 の 抄 録 20，000件，  第 1集は

　 5分冊ある が，土質 ・基 礎工 学 関 係 ば，第 1 集 第 2 分 冊 　地 象編 ，
　 第 1集第 3分冊 　気 象，海象，構造設 計，施 工 編に 含 ま れ る

8）　港湾技術研究所　資料 目録

　   同上，  II召和 40年 3月，  口 本語，  冊 子体，  部 内配 布， 

　 第 1 集，昭和 40 年 3 月以前 の過去 8年間 ， 港湾技術研究所，連輸

　 省港湾局，各港湾建設局に保管 され た 資料 を 収 録 した 目録 。 第 2集，
　 昭和 42年 12月現在，同研究所に 保管され て い る 資料 の 目録っ第 3

　 集，昭和 43年 ユ 月か ら 45 年 ll 月 の 問 に 同研究所で 収集 した 図書

　 お よび 逐 次 刊行 物 を除い た管 料 の 目録

9）　ASCE 　Publications　 Abstracts

　   American 　Society　Df 　Civ訌Engineers，345　East　47th　Street，
　 New 　York ，　 N ，Y ．10017，　USA   1966 年 一   1；「宥月刊，  英

　 語，  冊于体，  8 ドル （カ ード体 は 16 ドル ），  抄録収録件数

　700件／年，平 均 175語 の 抄 録，  2か 月，  項 目索引，著者名索

　 引，  ASCE 発行 の 機関 誌 「Civil　Eng コ と論 文 集 な どの 全 論 文

　 の 抄録を収録，EJC シ ソ ーラ ス よ り抽出 した キ ーワ ードを付加 ．

10）　Bergbauwissenschaften

　   Technische　Universitat　 Clausthal，　Adolf　 R6mer 　 Strasse

　 2A，　 Clausthal・Zellerfeld　 1，　 Gerrnany，  1954 年
一，  月 刊，

　   独語，  冊 于体，  雑誌 ，図 書，レ ポ
ー

ト，会議 論 文集 ，基 準 な

　 どの 論文 ・記事の 抄録，抄録は 50〜200語，抄録件数 7，50G件／年，
　  6か 月，  項 R索 引，著者名索引，  専門領域 は鉱山，ボーリ ン

　 グ，採 油，土 質 力学 ，岩 盤 力学

11）　Dokumentation　Bodenmechanik 　 und 　 Grundbau

　  Gesellschaft　 fUr　 Dokumentation 　Bodenmechanik 　 und

　Grundbau 　e．　V ．，　Kronprinzenstrasse 　35a，43　Essen ，　Germa ・

　 ny ，   1961年一 　  月丁IJ
，   独語，  144マ ル ク ，   抄鍮 二仁100

　語 ，抄録 ｛
J
「・数 1344 件 ／年，  3か 月，  専門 領 域は 土 質 ・基礎 1二学

12）　GEODEX 　Retrieval　System 　 for　 Geotechnical　 Abstracts

　  Geodex 　 International，　 P ．O ．　 Box 　 385，　 Glen　Elen ，　 Calif．

　95442，USA ，  英 語，  カ
ー

ド｝冊 于体，  ，  の 1）が 290 ドル ，
　2）が 19Te年版 28，33 ド ル ，1971 年版 85 ド ル ，3）が 1970年版 20 ド

　ル ，1971年版 60 ドル ，  この 二 次資料
．
はっ ぎ の 三種 の 出版 物か ら

　 な る。1）Basic 　Geodex 　File （Soil　 Mechanics ）；195  年 か ら

　ユ969年 ま で に 発表 さ れ た 論文 の 約 5，600件 の 抄 錨 2） Geodex

　Soll　Mechanics　Information　Service； 1969 年まで に 発 麦 され

　た論 文 で 1） に 収 録 され て い ない もの を 追加 ，3） Geotechnical

　Abstracts ＆ Geodex　Retrieval　 System ； 1970年以降の 文献

　の 抄 録 を カ
ー

ド化，キ ーワ
ー

ド・カ
ー

ドは 約 300枚，  ピ ーカ ー
ブ ．

　一・カ ード検 索 方式，  上質 ・
基礎 工 学，岩 盤力 学，応用地 質学の

　分野 で ， 195  年以降の 約 5  か 国の 雑誌や 会識論文集約 500種 か ら

　 抽 出 した論 文 の 抄録

13）　Geotechnical　 Abstracts

　  Deutsche　 Gesellschaft　 fur　 Erd　 und 　 Grundbau ，35　 a

　Kronpinzenstrasse ，43　Essen ，　Germany ，  1970 年
一，  月刊，

　  133マ ル ク／1970年，  収録抄録件数 144件／几 5  0種 以 上 の 雑

　誌や 会議論文集か ら収録，  土 質 ・基礎工学 の 分野

14） Dokumentation 　Strasse

　  Dokumentationsstelle　 der　 F  rschungsgesellschaft 　 ftir

　das　 Strassenwessen　 e．V ，，　 Maastrichter　Strasse　45，　K61n，
　Germany ，  ユ961 年

一，  月 刊，  独語，  冊子 体，  6G マ ル

　 ク （両 面 印 刷），72マ ル ク （月
’
面 印 刷 ），  国 内 外 の 雑 誌 ・報 告書 な

　ど 180 種，抄 録 の 語 数 平均 7  語，収録抄録件数 1，200件／年，  2

　
〜6 が 月，  項 目と著者 名 の 年間 索 引，  交 通 規制，道 路工 学，交

　通 工学 の 分野

15）　Highway 　Research　Abstracts

　  Highway 　Research 　Board ，　NRC −NAS −NAE ，2101　 CGnsti−

　tution　Avenue ，　Washington ，D ．C ．20418．　USA ，  ユ931年
一

，

　  月刊，  英 語，  冊子 体，  5 ドル
，   国 内外 の 雑誌 ， 会議 論文

　集，報告書 な ど 約 3Ci  種 ，抄 録 の 語 数 平 均 20D 語，収 録 抄録 件数

　700件／年．  年間項 H索引 ，   道路工 学，道路交通の 分野

16）　Highway 　Research　in　Progress （HRIP ）

　  同上，  1968年，  年刊，  英語 ，  冊 子 体，  3  ドル ， 

　7750 抄ta，i197 ／年 ，   項 目索引，著 者名索引，機関名 リス F ，キ
ー

　 ワ ー
ド索 引，  道 銘 工学 と道路交通 の 分野，磁 気 テ

ー
プ ・サ ービ ス

　 もあ る

17）　Highway 　Research　Inforrnation　System　（HRIS） Ab ・
　 9亡racts

　  同上 ，  1968年一，  季刊，  英語，  冊 子体 ，  ユ5 ドル 〆年 ，

　   国内外の 雑 誌，報告書な ど約 850種 の 論文の 抄録 抄録 の 語数 平

　均 250語，収 録抄 録件 数 3、200 件 ／年，  庄か 月，  各 号 に キ ーワ

　ード索引，  道路工 学，道路交通の 分野

18）　International　Road 　 Research　 D （，cumentation （IRRD ）

　  The 　OrganiZation　for　Economic 　Cooporati 〔m 　 and 　 Deve −

　lopment 〔OECD ），2rue 　Andr6 　Pasca工，　Paris　lbe，　France ，

　  英 ・独 ・仏 訊 　  世 界各 国の 道 路工 学，交通工 学 の 雑誌，会議論

　文集，報告書な ど 約 800 種，抄 録 の 語 数 平均 200 語，収録抄録件数

6，000件／年，  道路工 学 ， 交通工 学 の 分野，IRRD シ ソ
ー

ラ ス を

　使 用 して キ
ー

ワ ードを付 加
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